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『婦人画報』第１巻第１号

女袴の女子生徒たち

いた運動会の趣旨や具体的なプログラムは華族女学
校「式事録」、及び「学習院女学部沿革志稿五・抄
録」（宮内庁宮内公文書館藏）に記されている。また、
教科としての体育についても、「近時教育家が体育
をもつて智育徳育と並称するは、運動遊戯が単に体
育に止まらず、又以て智徳を涵養するに資する事大
なるを以てなるべし」と述べ、細川の全人的あるい
は西欧的な体育観がうかがえる。
　また、『女教一斑』には、学監兼教授であった下
田歌子が緒言を執筆しているが、特に第五編（1900
年４月）においては、細川の教育方針について「先
づも

（ マ マ ）

ゝの教の基たるべき体育の発達進歩を計られ春
秋二季の運動会にはいつも有益なる訓戒を施され…

（中略）…わが校生徒の体格は次第次第に好結果を
見るに及べることいともいとも嬉しく…」とその成
果を述べている。同時に修身の講話もあり、生徒間
の修辞会をも奨励し、ますます智徳の教えを増進し
ているとされていることから、細川は、体育・徳育・
知育を偏りなく進めていることがうかがわれる。

運動会の開催

秋季運動会（1904年10月）

　華族女学校の運動会は、先に述べたように1894（明
治27）年11月19日に第１回が開催された。その後、
年々盛んになり1897（明治30）年からは春と秋の年
２回開催されるようになった。これは、1903（明治
36）年の「小学校令施行規則改正」においても女子
の体操は肯定的ではなく書かれており、女子の身体
運動への理解の乏しい時代においては画期的なこと
であった。1898（明治31）年からは、皇后や皇太子
妃の行啓及び、皇族・外交官・教育関係者の参観を
みることとなり盛況となった。運動会は父兄（当時
の表記による）に参観させたことにより体育の成果
が上がったとされている。第１回運動会は遊戯・ポ
ロネーズ・毬拾・花取・豆嚢競走など学年に応じて
多彩な種目で構成されていた。運動会のプログラム

は年々種目が増え時間も延長されていった。1905（明
治38）年の第21回運動会では2000人以上の来観者を
もって午前８時から午後３時まで行われた。
　すでに運動会が一般の学校行事になりつつあった
当時ではあったが、華族女学校の運動会は皇后の行
啓を伴う行事であったこともあり毎回新聞に掲載
された。雑誌では、『婦人画報』第１巻第１号（近
時画報社1905）に、「華族女学校運動会」（the 20th 
athletic meeting of the Peeresses’ School）と題さ
れて挿絵とともに第20回運動会が報じられた。

下田歌子考案の女袴
　華族女学校の女子学生の袴は下田歌子考案とされ
る。はじめは、皇后陛下臨御の際に着流しや男袴で
は失礼になるとし、礼儀のため、マチのない「女袴」
を身に着けた。その後、指貫を施して動きやすいも
のとなって運動会などで活用された。袴の色に規定
はなかったが、華族女学校の生徒の袴は海老茶色と
紹介されることが多く、他の女学校生徒の憧れにも
なった。
　海老茶色の袴が当時の女子学生の流行を牽引して
きたように、華族女学校の
運動会をはじめとする身体
運動文化は、現代日本にお
ける女性のスポーツ文化の
国際的拡がりを予感してい
たかのように活発であっ
た。溢れ出る資料から先駆
的な女性観・スポーツ観・
文化観・教育観の読み解き
は尽きない。

付記：学習院アーカイブズの資料は、桑尾光太郎氏の協力
を得て、平成25年～ 28年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽
研究）「近代日本における女性スポーツ教育にみるグローバ
ル化への先駆的展開」の研究成果として活用した。
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学 習 院 ア ー カ イ ブ ズ

写真① 写真②

初等科勅額の修理について 桑尾 光太郎

謎の多い初等科勅額　
　筆者が初等科正堂に掲げられた勅額【写真①】を
初めて目にしたのは、平成21（2009）年のことだっ
た。その前にも筆者は、目白キャンパスに残される
もうひとつの勅額【写真②】を間近に見る機会があっ
た。長い間掲げられていたためか、目白の額に比べ
て初等科の額は明らかに汚れが目立ち、彩色も剥落
して劣化が進んでいた。

　その後、学習院アーカイブズ運営委員の中山章初
等科教諭と勅額の修理について相談を重ね、平成26

（2014）年から事前調査が試みられた。大学史料館
や島尾新文学部哲学科教授の協力を得て、史料館に
所蔵される目白の勅額の調査を行ったところ、背面
に宮内省の印が薄く残った「四拾六」と記された紙
が貼り付けられていた。宮内省の備品番号と推測さ
れ、額が宮内省の下で管理されていたことを示して
いる。勅額は嘉永２（1849）年に孝明天皇より京都
の公家の学問所に下賜され、校名が「学習院」と定
められた。明治に入って京都学習院が廃止された後、
額は東京に運ばれて宮内省が保管し、明治10（1877）
年の華族学校開業式にあたり改めて明治天皇より下
賜され、「学習院」の名が引き継がれた。したがっ
て目白の額が、幕末に作製・下賜されたオリジナル
の勅額であろう。
　となると初等科の勅額は複製ということになる。
しかし複製がいつ、どのような経緯で作製されたか
がわかる記録や痕跡は、今回の調査と修理において
発見できなかった。天皇から下賜された額の複製は
重要な事業のはずで、記録に残されて然るべきと思
われるのだが、これまで編纂された学習院史刊行物
をはじめ、学習院アーカイブズに残されている文書

や日誌、宮内庁宮内公文書館所蔵の学習院関係公文
書を調査しても関連の記録は見つからなかった。
　明治19（1886）年２月、創立当初の神田錦町校舎
が全焼し、多くの備品や図書・文書等が焼失した。
すでに紹介した仮説であるが（「勅額再考」『学習院
広報』93号 平成26年）、創立当初からすでに勅額の
複製が存在していたとすれば、複製の記録が焼失し
た可能性は高い。また神田時代の校舎に関わる古写
真をみると、玄関の軒下に掲げられた額の文様は、
画像が粗く確言できないものの初等科の勅額の方に
似ていなくもない。軒下に数年掛けていたとすれ
ば、当然額は風雨にさらされ彩色も劣化するであろ
う。後世に修理を施された可能性もあるが、目白の
額は初等科の額に比べて損傷・剥落等が少なく保存
状態が良い。早い時期から屋外ではない場所に置か
れ、玄関には複製が掲げられていた可能性もある。
　他方でアーカイブズ所蔵の「庶務課日記」（明治
19年２月16日）には、神田校舎火災の際「火災ヲ逃
レ扶出デシ物品」の筆頭に「一　玄関之額面ヲ出ス」
とある。この時すでにオリジナルと複製が存在した
ならば、救出した額は２点記されなければならない。
結局、初等科勅額の由来は判然としないままである。

修理の概略
　平成26年12月、文化財修復を専門とする宮田文申
堂の宮田正彦氏に初等科勅額の調査を依頼し、修理
の方法や工程・期間等について助言をいただいた。
平成27（2015）年に入って、あきかわ造仏所の岩崎
靖彦氏にも加わっていただき、８月に正堂壁面から
いったん額を下ろして調査を行った。目白の額も調
査・比較したうえで修理の仕様書および見積書を作
成し、初等科から予算を要求して平成28（2016）年
度の修理実施が定まった。同年５月、いよいよ額が
初等科から運び出され、解体されて内側額面部分は
宮田氏が、外側の彩色された枠部分は岩崎氏が修理
を担当することとなった。
　初等科勅額には、過去幾度かの大規模な修理が施
されている。初等科で図工を担当していた坪内千秋
教諭は着任したばかりの昭和18（1943）年、山梨勝
之進院長の指示で補修作業にあたった。すでに『学
習院広報』でも紹介したが、重要な証言なので再度
引用しておく。
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写真③

写真④

大分年月がたっているらしく、ところどころ、ご粉
や彩色の絵の具がはがれて、檜の木地が露出してい
ました。特に「学習院」の墨文字は、ひび割れがひ
どく、指先でさわると、ぼろぼろとはがれ落ち、そ
の跡が白文字に変りました。私は、やわらかい刷毛
でこれ以上破損しないように細心の注意を払いなが
ら、表面のほこりを払い落し、白文字の上に、薄く
て丈夫な模型飛行機の翼紙をていねいに水張りし
て、よく乾かし、下の白文字を墨筆でなぞりながら
書きあげました。補修作業は放課後五日程かかりま
した（『敬桜会卒業文集』　昭和58年）。

　坪内教諭によれば、文字が書かれた額面部分は、
墨で書かれた文字が剥がれた後、「模型飛行機の翼
紙」を「ていねいに水張りして」その上から墨筆で

「白文字」をなぞったことになる。つまり木板から
「翼紙」を剥がせば額はのっぺらぼうになる。額面
の汚れは「翼紙」の汚れと劣化であった。
　額面の修理を担当した宮田氏は、木板に張られた
紙を一度剥がしてクリーニングと補修・裏打ちを施
すことを検討した。しかし何らかの接着剤が使われ
ていて紙を剥がすことが難しく、結局剥がさずに汚
損を取り補修を行うこととなった。水を塗布し吸水
紙を当てて浮き上がってきた汚損を除去するととも
に、欠落部分の繕いを施した【写真③】。

　額面の回し縁部分には洋紙と思われる厚紙が貼ら
れ、劣化が進行して欠け落ちた部分もあったため厚
紙は除去した。目白の額の回し縁部分には、内側に
赤色の木枠・外側に円形の飾りがめぐらされている。
初等科の額にも同様に飾りが付いていたものの、経
年変化によって欠落し厚紙が貼られたと思われる。
修理の過程では内側の回し縁のみ新たな和紙に貼り
替え【写真③】、外周の円形の痕跡は見えたままの
状態にした。
　岩崎氏が担当した外側の枠部分では、経年変化に
よる木板の「ヤセ」のため額面材と額縁材との間に
隙間が生じていた。そのため額と外枠との間に埋め
木を挟み込む補修を施した。過去の修理時に部材の

組み直しを行った際、隙間を埋める調整のため枠を
解体して接合面の一部を削り取った結果、四隅の部
材接合部に彩色文様の目違いや段差が生じた。また
外枠の彩色については、後世に行われた補彩が非常
に粗く、補彩絵具の劣化が誘因となって最初の彩色
層の剥落が進行していた。
　こうした部材の組直しや額縁の補彩色といった修
理は、戦後になって行われたという。福田正一郎『回
想 初等科とともに』（学習院教養新書　平成７年）
には、「戦後、業者によって褪色の修整とゆるんだ
木組の補修をしたと記憶している」と記されている。
しかしこの修理がいつ行われたかを示す記録は、今
回発見できなかった。

おわりに
　修理を終えた勅額は平成29（2017）年３月６日、
無事初等科正堂に戻され【写真④】、これまでと変
わりなく児童を見守っている。今回の修理にあたっ
ては、歴史的遺産
としての現状の維
持に努めることを
主眼として、汚れ
の 除 去 や 剥 落 止
め、裏面の掛け金
具の交換などを行
う一方で、彩色の
塗り直しや文様の
復元は一切行わなかった。つまり勅額は劇的に鮮や
かな色彩が蘇ったわけでも、今後長期にわたって掛
け続けられるよう補強が加えられたわけでもない。
初等科の勅額が、これまで多くの手が加えられた複
製とはいえ、その歴史的価値はきわめて高く学習院
にとってかけがえのない財産であることは疑いがな
い。今後何らかの保存措置をとることを検討しなけ
ればならないだろう。
　気の遠くなるような細かい修理作業に取り組まれ
た宮田正彦・岩崎靖彦の両氏には、改めて深く感謝
したい。あきる野市の工房にお邪魔して修理の工程
を見学した際、両氏の熱のこもった説明に接し、勅
額に対する深い愛情を感じると共に、学習院の歴史
資料を保存していく責任の大きさも改めて自覚し
た。今回浮き彫りとなった課題は、額の由来や過去
の修理に関する記録がほとんど残されていなかった
ことである。勅額は学習院を代表する歴史的遺産な
のに、実は謎に包まれたまま現在に至っている。アー
カイブズは記録を残し将来に伝えるのが仕事なので
当然のことだが、宮田・岩崎両氏が作成した詳細な
修理報告書とともに、今回の修理の経過を着実に記
録して残しておきたい。　　（学習院アーカイブズ） 
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中村洛子氏所蔵資料（女子部「保育」授業生徒作品）

女子学習院跡（港区北青山）の見学

企画課金庫収蔵資料（昭和52年3月撮影目白航空写真　部分）
＊中央左上に見えるのが中央教室（ピラミッド校舎）

主な活動（2017年2月～ 6月）
◆文書ファイルの整理・管理
①各事務部署における文書ファイル管理簿の作成・

更新（平成28年度作成文書ファイルの追加、平成
15年度以降作成文書ファイルの遡及入力の継続）

②西５号館地下倉庫の文書ファイル等の評価選別案
作成の継続（平成14年度以前の文書ファイルを対象）

③生涯学習センター（今年度よりさくらアカデミー）
文書ファイルの評価選別、整理（2月～ 3月）

④経済学部長室および大学経理部長室所蔵文書ファ
イルの調査・評価選別（5月～）

◆文書・資料の調査・整理及び目録作成
①女子部史料室所蔵資料の選別・整理及び目録作成
（継続）

②女子大学外部倉庫保管資料の調査
③立花家文書（学習院創立期）の調査（大学史料館と

共同）

◆史資料のデジタル化・修復
①学習院大学卒業アルバム（昭和44年～ 46年）の

デジタル化
②山梨勝之進元院長書の複製作成（3月）
③初等科勅額の修理、納品（初等科と共同、～ 3月）
④自動演奏ピアノの修理・調律（4月）

◆史資料の受贈・購入
①企画課金庫収蔵資料（2月）

②16mm映画フィルム「学生生活」（2月）
③大学旗旗竿桜章飾り（3月）
④中村洛子氏所蔵資料（3月）
⑤法政大学55年館記念式典映像（安倍能成出演）（5月）
⑥大学硬式野球部東都大学一部リーグ優勝 ウィニ

ングボール（6月）

◆講演会・教育支援・広報支援等
①女子部「高Ⅲ自由講座」での秩父宮ラグビー場（女

子学習院跡）見学・史資料紹介（2月17日）

②女子部中三道徳授業「資料からみる女子部の歴史」
（2月24日）

③辞令交付式講演「学習院の歴史－史資料からみる
学習院の教育・キャンパス・学生－」講師（4月1日）

④文学部教育学科「学校アーカイブズ論」にて講義・
施設案内（4月20日）

⑤経済学部入門演習にて「学習院の歴史」講義・施
設案内（5月11日）

◆その他
①全国大学史資料協議会東日本部会への参加、東京

大学文書館（3月）・淑徳大学（6月）



＊２、３ページ掲載「学習院院歌原曲とのご縁、想い」　について

本号２ページ34行目に「前奏部と後奏部は永く眠りに就いていました・・・」との記載がありますが、
輔仁会音楽部においては、かつて音楽部合唱団のジョイントコンサート（他校との合同演奏会）な
どの際に、各校の校歌が披露され、学習院院歌披露の折には前奏部と後奏部を含むピアノ伴奏譜が
使用されていたということが、お読みいただいた方からのご指摘により判明いたしました。次号（11
号）でまた詳しく触れたいと考えております。

学習院アーカイブズ


